
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
31
年
4
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

佐
々
木　

茂
美 

氏

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
花 

氏

　
　
　
　
　
　

苗　

鉄
軍 

氏

※
こ
こ
数
年
世
界
的
に
話
題
と
な
っ
て

い
る
オ
ー
ブ
に
つ
き
ま
し
て
、
日
本
サ

イ
科
学
会
は
長
年
研
究
対
象
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
オ
ー
ブ
の
最
新
研
究
に
つ

い
て
、
3
人
の
研
究
者
の
方
々
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
発
表
と
な
り
ま
す
。

佐
々
木
茂
美
先
生
の
新
著
「
オ
ー
ブ
・

た
ま
ゆ
ら
」
が
、
近
日
中
に
出
版
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
当
日
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）研
究
の
現
状

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

茂
美 

氏

内
容
の
紹
介

ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
（CR-7

）
に

は
、
7
個
の
天
然
水
晶
球
が
、
右
旋

回
縮
小
方
向
の
う
ず
板
（
金
メ
ッ
キ
銅

板
）
の
上
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
第
28
回
全
国
大
会
会
員
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
四
月
五
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
36
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
三
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
サ
イ
（
気
）
に
よ
る
意
念
と
物
質
の

　

相
互
作
用

◎
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
ー
集
合

の
7
筋
の
う
ず
板
は
渦
（
円
）
の
中
心

で
一
点
に
絞
り
込
ま
れ
て
リ
ー
ド
線

（
絶
縁
銅
線
）
を
介
し
て
赤
端
子
に
な

る
。
そ
の
外
側
に
は
銅
の
パ
イ
プ
、
そ

の
外
側
に
は
左
巻
コ
イ
ル
（
絶
縁
銅

線
）
が
巻
き
付
け
て
あ
り
、
こ
れ
が
黒

端
子
に
な
る
。
結
果
と
し
て
赤
端
子
に

は
負（
－
）サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
黒
端
子
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に
は
正
（+

）
サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
導

入
さ
れ
る
。
つ
ま
り
銅
パ
イ
プ
の
外
側

に
左
巻
に
巻
い
た
絶
縁
銅
線
で
サ
イ

「
気
」
を
受
け
る
と
、
性
質
が
変
わ
り
、

負（
－
）は
正（+
）に
な
る
。

他
方
、
体
外
に
有
る
オ
ー
ブ
群
は
、

意
識
と
共
振（
同
調
）し
て
、一
部
は「
た

ま
ゆ
ら
」に
な
る
。「
た
ま
ゆ
ら
」の
構
成

要
素
は
光
子
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ

オ
ン
又
は
プ
ラ
ズ
マ
状
の
陰
・
陽spin

対（
巴
型
状
）、
陰
・
陽
のPSI-spin

対
群
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
独
立
し

た
自
己
発
光
体
で
あ
る
。
ク
リ
ス
タ

ル
・
セ
ブ
ン
（CR-7

）
に
オ
ー
ブ
（
た

ま
ゆ
ら
）
の
機
能
を
加
算
さ
せ
る
事
に

よ
り
、
サ
イ
（
気
）
の
実
用
化
（
装
置
）

の
開
発
を
計
画
し
て
い
る
。

◎
佐
々
木
茂
美
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
3
0
年
長
野
県
生
ま
れ
、
1
�9�

5
3
年
東
北
大
･
工
学
部
卒
。
東
芝
機

械
、
防
衛
大
を
経
て
、
退
職
時（
1

�
9
�9�

5
年
）は
電
通
大
教
授
。
サ
イ（
気
）の

本
質
と
そ
の
性
質
を
知
る
事
を
志
し
て
、

サ
イ
科
学
会
の
創
設
当
初
か
ら
の
会
員
。

最
近
は
、
サ
イ
（
気
）
の
究
明
、
そ

の
応
用
と
実
用
化
、
を
志
し
て
い
る
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
名
誉
会
長
。

オ
ー
ブ
た
ま
ゆ
ら

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
花 

氏

内
容
の
紹
介

オ
ー
ブ
っ
て
何
だ
ろ
う
。
全
く
私
に

は
分
か
ら
な
い
事
で
す
が
、
天
界
か

ら
知
ら
せ
て
く
る
何
か
?
に
カ
メ
ラ

を
向
け
る
事
か
ら
、「
何
が
言
い
た
い

の
？
教
え
て
下
さ
い
、
分
か
ら
せ
て
下

さ
い
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

か
ら
写
す
時
は
、
た
だ
写
る
だ
け
？
何

か
？
が
感
じ
た
時
カ
メ
ラ
を
向
け
「
来

て
く
れ
る
の
？
来
る
の
？
」「
き
て
き

て
」
と
言
い
な
が
ら
写
し
て
い
く
と
、

色
々
な
形
、
姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
れ
ま

す
。
動
画
撮
影
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
れ
か
ら
人
々

の
何
か
の
役
に
立
て
て
行
か
れ
る
も
の

と
信
じ
、
佐
々
木
先
生
、
苗
先
生
と
共

に
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◎
佐
藤
禎
花
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
在
住
。
氣
エ
ナ
ジ
ー
Ⓡ
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ー
法

を
創
設
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
育
成
に
務
め
る
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
北
陸
日
本
サ

イ
科
学
会
会
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健

康
科
学
研
究
所
代
表
。

幼
少
期
よ
り
生
き
る
為
の
苦
難
と
未

知
体
験
を
同
時
に
す
る
。
様
々
な
経
験

後
、
天
啓
を
受
け
る
。
当
時
、
電
通
大

の
教
授
で
あ
っ
た
佐
々
木
先
生
と
出
会

い
、
30
年
近
く
に
な
る
。

10
年
前
二
度
の
ガ
ン
を
克
服
し
、
2

年
前
両
足
股
関
節
同
時
手
術
を
行
う
。

自
己
の
体
験
を
活
か
し
現
在
、
医
療
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
て
特
別
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ

て
い
る
。

フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
と
し
た

O
RB Abstract

　
　
　
　
　
　
　

苗　

鉄
軍 

氏

内
容
の
紹
介

フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
と
は
、
拡
大
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
新
し
い
微
細
構
造
が
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
カ
オ
ス

の
生
成
プ
ロ
セ
ス
と
関
連
し
て
い
る
。

カ
オ
ス
は
、
引
き
伸
ば
し
と
折
り
た
た

み
の
操
作
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
折
り

重
ね
の
中
に
折
り
重
ね
が
無
限
に
生
成

さ
れ
て
い
く
。

生
命
現
象
に
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
を
適

用
し
て
い
く
場
合
、
自
然
現
象
の
多
く

が
フ
ラ
ク
タ
ル
の
性
質
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
フ
ラ
ク
タ
ル
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ク
タ
ル
現
象
と
し
たO

RB

の

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
向
け
て
、
以
下
の

知
見
を
得
ら
れ
た
。

（
1
）ORB

の
画
像
解
析
、
画
像
の
濃

度
空
間
に
お
け
る
内
在
構
造
の
掲
示
が

で
き
る
。
全
体
的
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
と

局
所
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
に
よ
っ
て
定
量

的
、か
つ
詳
細
的O

RB

の
記
述
が
可
能
。

（
2
）
大
御
食
神
社
と
断
層
で
あ
る
分

杭
峠
に
お
け
るO

RB

の
フ
ラ
ク
タ
ル

構
造
や
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
は
異
な
る
。

（
3
）
大
御
食
神
社
と
分
杭
峠
の
樹
木

の
周
辺
に
お
け
るO

RB

は
相
似
点
が

あ
る
。

メ
カ
ニ
ズ
ム
検
討
と
し
、
普
遍
法
則

に
沿
っ
て
、
太
極
分
岐
を
生
ま
れ
た
混

沌
か
ら
太
極
のSpin

モ
デ
ル
よ
り
説

明
が
可
能
と
な
っ
た
。

◎
苗
鉄
軍
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1�

9�

8�

6�

年
に
吉
林
大
学
理
論
物
理�

学M
.S

。
1�

9�

9�

5
年
に
電
気
通
信
大

学
人
間
工
学Ph.D

。
カ
オ
ス
と
複
雑

系
の
手
法
を
用
い
て
、
心
身
状
態
の
同

定
お
よ
び
目
的
制
御
す
る
技
術
を
研
究

し
、
新
し
い
カ
オ
ス
ゆ
ら
ぎ
の
「
道
」

を
提
案
し
、
医
学
、
人
間
工
学
、
心
理

学
へ
の
応
用
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
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◇　
　
　
　
　

◇

※ 
三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
１
９
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
28
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ

ー
マ
：
ヒ
ー
リ
ン
グ
&
セ
ラ
ピ
ー
）
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
8
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

量
子
世
界
の
も
っ
と
奥
【
内
な
る

根
源
】へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

古
代
の
叡
智
「
カ
タ
カ
ム
ナ
」
と

縄
文
遺
物
が
示
す
「
創
造
の
根
本

原
理
」と
そ
の
活
用
法

　
　
　

講
師　

D
r
・ 

ア
マ
ナ 

氏

日
時　

平
成
31
年
3
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
2
会
議
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

目
に
見
え
て
変
化
す
る
こ
の
一
年

を
具
体
的
に
予
測
す
る

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛 

氏

日
時　

平
成
31
年
4
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ト
ル
決
定
次
第
、
サ
イ
ト
に
掲
載

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

日
時　

平
成
31
年
5
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
2
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
31
年
3
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3�

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
31
年
3
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

「
い
い
日
旅
立
ち
の
た
め
に
」

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
の
占
星

学
に
よ
る
選
択
と
、
真
我
と
の
接

続
法

　
　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
」に
は
、
毎
日
の
星
達
の
配
置
か
ら
、

そ
の
日
の
社
会
運
、
地
球
全
体
運
を
診

断
す
る
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
δ
（
デ
ル
タ
）」
と
い
う
チ
ャ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
太
陽
・
月
・
水
星
以
降
の
8

惑
星
の
毎
日
指
摘
時
の
配
置
か
ら
、
地

球
を
中
心
に
し
た
星
同
士
の
多
数
の
組

合
せ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
か
ら
チ
ャ
ー
ト
の

周
波
数
分
析
を
し
て
、
そ
の
日
の
運
勢

を
診
断
す
る
チ
ャ
ー
ト
で
す
。

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
・
旅
行
・
重
要
な

契
約
日
、
婚
約
・
結
婚
、
会
社
設
立
等

何
か
大
事
な
事
を
始
め
る
日
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
イ
ー
ジ
ー
ア
ス
ペ
ク
ト
が

多
め
の
日
が
向
い
て
お
り
、
ま
た
ハ
ー

ド
ア
ス
ペ
ク
ト
の
多
い
日
は
、
大
き
な

ミ
ス
や
事
故
や
事
件
、
地
震
等
が
起
こ

り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
の
運
勢
を
そ
れ
ほ
ど
気
に
す
る

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
重

要
な
事
を
実
施
し
た
い
、
始
め
た
い
と

き
、
あ
る
い
は
過
去
の
特
定
日
の
運
勢

を
知
り
た
い
と
き
、
参
加
者
ご
希
望
の

指
定
日
前
後
9
日
間
の
チ
ャ
ー
ト
を
2

期
間
（
9
日
間
×
2
＝
18
日
間
→
2
期

間
は
連
続
で
な
く
て
も
O
K
）
打
ち
出

し
た
も
の
を
当
日
配
布
し
て
、
見
方
の

紹
介
を
致
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
本
格
的
宗
教
修
行
者
の

究
極
の
目
標
は
「
悟
り
」、
す
な
わ
ち

イ
ン
ド
哲
学
で
い
う
「
梵
我
一
如
（
ぼ

ん
が
い
ち
に
ょ
）」だ
と
思
い
ま
す
。

宇
宙
創
造
神
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
と
ア

ー
ト
マ
ン（
真
我
）が
一
体
化
す
る
こ
と

で
、
こ
の
技
法
は
、
紀
元
後
4
～
5
世

紀
頃
、
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
」
に
よ

り
、
既
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
時
「
真
我
」
と
つ
な
が
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
我
々
一
般
人
も
一
時

的
に
「
真
我
」
と
つ
な
が
り
、
重
要
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
得

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー

ガ
」の
実
践
体
系
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

現
代
の
日
常
生
活
の
中
で
ど
う
し
た
ら

真
我
と
つ
な
が
り
、
や
り
と
り
が
出
来

る
か
を
考
察
、
ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
致
し

ま
す
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

既
に
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）

等
を
配
布
さ
れ
た
皆
様
は
、
当
日
す
べ

て
の
チ
ャ
ー
ト
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

ま
た
、
未
来
あ
る
い
は
過
去
の
日
運

を
知
り
た
い
日（
西
暦
年
月
日
、
時
間

追
加
も
O
K
）と
場
所（
住
所
）を
2
日

分（
離
れ
た
日
で
O
K
）、
3
月
6
日

（
水
）ま
で
に

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
に
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
送
信
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
δ
」を
事
前
に
印
刷
し

た
も
の
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利

用
致
し
ま
す
の
で
、
以
下
の「
出
生
デ
ー

タ
+
α
」を
3
月
6
日（
水
）ま
で
に

● ❹●



office21@
psij.m

ail-box.ne.jp
宛
に
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
送
信
願
い
ま
す
。

出
生
デ
ー
タ

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
生
年
月
日

◎ 

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎ 

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

◎ 

未
来
あ
る
い
は
過
去
の
日
運
を
知
り

た
い
日
（
西
暦
年
月
日
、
時
間
追
加

も
O
K
）
と
場
所
（
住
所
）
を
2
日

分（
離
れ
た
日
で
O
K
）

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
1
年
静
岡
県
清
水
市
（
現
静

岡
市
）
生
ま
れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年

以
上
研
究
、
か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断

も
し
、
1�

9�

7�

0
年
代
に
英
国
のJogn�

M
.A

ddey

氏
が
提
唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ

ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ
て
、�

独
自
の

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」

を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
才
能
、

運
勢
等
の
新
し
い
診
断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
発
見
育
成
研
究
所
」、「
ア
ス

ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本

サ
イ
科
学
会
理
事
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
36
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
1
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムテ
ー
マ「
オ
ン（
存
在
）と

ウ
ー
シ
ア（
本
質
）」

い
つ
の
時
代
に
も
哲
学
は
必
要
だ
!

平
成
最
後
の
新
哲
学
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
シ
ュ
ン
ポ
ジ
オ
ン
＝
饗
宴
）♪

日
時　

平
成
31
年
3
月
31
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
31
年
5
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階　

第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

天
運
に
導
か
れ
る
!

「
ひ
ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

　
　
　

講
師　

小
林　

信
正 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

内
容
紹
介

私
は
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら
「
ひ
ら
め

き
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
好
奇
心

を
抱
き
、
そ
の
不
思
議
さ
の
究
明
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
超
感
覚
的
知
覚
」（
E
S
P
）
と
い

う
不
思
議
な
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ひ

ら
め
き
」
と
い
う
も
の
に
た
ど
り
着
き
、

人
は
誰
で
も
超
常
能
力
を
潜
在
的
に
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
に
お
い

て
、
先
見
の
明
や
創
造
力
、
そ
し
て
天

運
を
も
導
く
「
ひ
ら
め
き
」
を
授
か
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
の
存

在
と
意
義
、
さ
ら
に
は
「
ひ
ら
め
き
」

を
得
る
た
め
の
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
T
V
局
勤
務
、
チ
ー

フ�

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
と
し
て
多

数
の
番
組
制
作
に
永
年
携
わ
る
。
退
社

後
、
T
V
制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
。

●❺ ●



大
学
、
企
業
研
修
の
講
師
。
特
異
能
力

研
究
所
代
表
と
し
て
意
識
と
超
能
力
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
精
神
文
化
研
究
会
主
宰
。
公
益

財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
元
常
任

理
事
。
著
書
に
「
神
社
仏
閣
50
選
」「
ご

利
益
さ
ま
」「
ひ
ら
め
き
」ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治

癒
に
導
く 

未
来
の
医
学

「
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
」

　
　
　
　

講
師　

由
井　

寅
子 

氏

◎
由
井
寅
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

22
年
前
、
ド
イ
ツ
発
祥
の
伝
統
医

学
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
を
日
本
に
本
格
導

入
。
現
代
の
様
々
な
難
病
を
治
癒
に
導

く
Z�

E�

N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
、
今
、
世

界
の
ホ
メ
オ
パ
ス（
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
療

法
家
）
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

は
、
欧
州
4
か
国（
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
）か
ら
招

聘
さ
れ
Z�

E�

N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
を
発
表
。

H
eritage

（
世
界
最
大
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
ル
）国
際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
名
誉
博
士
。
日
本
ホ

メ
オ
パ
シ
ー
財
団
理
事
長
。
日
本
豊
受

自
然
農
代
表
。

講
演
内
容

私
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
よ
っ
て
、
潰

瘍
性
大
腸
炎
が
直
っ
た
の
で
す
ね
。
そ

う
し
ま
す
と
ど
う
し
て
も
、
こ
れ
に
す

ご
く
ほ
れ
て
し
ま
っ
て
、
5
年
間
大
学

院
ま
で
行
っ
て
、
ホ
メ
オ
パ
ス
と
い
う

称
号
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
最
初
は
イ

ギ
リ
ス
で
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
療
法
を
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
日
本
か
ら
も
療
法

を
受
け
る
方
々
が
い
ら
し
た
の
で
、
私

が
日
本
へ
帰
れ
ば
い
い
の
か
な
と
い
う

こ
と
で
、
今
か
ら
22
年
前
に
帰
国
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
一
人

で
は
患
者
さ
ん
を
み
き
れ
な
く
な
っ
た

の
で
、
20
年
前
に
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
学

校
を
開
き
ま
し
て
、
そ
こ
で
ホ
メ
オ
パ

ス
を
養
成
し
ま
し
て
、
現
在
ま
で
に
千

人
以
上
の
ホ
メ
オ
パ
ス
と
い
う
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
療
法
家
が
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
み
て
い
ま
す
と
、
日
本

人
は
罪
悪
感
を
も
つ
人
が
多
い
な
あ
、

自
己
否
定
が
多
い
な
あ
、
と
思
い
ま
し

た
の
で
、
こ
の
罪
悪
感
に
苦
し
む
人
々

を
み
て
、「
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
・
セ

ラ
ピ
ー
」（
小
さ
い
頃
の
感
情
の
抑
圧
に

よ
っ
て
、
自
分
を
責
め
る
等
の
心
の
癖

を
直
し
て
い
く
）も
始
め
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
食
が
ま
ず

い
な
あ
と
思
っ
た
ら
、
戦
後
70
年
経
っ

て
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
う
の
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
を
憂

え
て
、「
日
本
豊
受
自
然
農
」
と
い
う
、

種
か
ら
こ
だ
わ
っ
た
自
然
農
法
を
始
め

ま
し
た
。

療
法
を
続
け
て
行
く
う
ち
に
、
さ
ら

に
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も
も

然
り
、
大
人
も
然
り
、
病
気
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
霊
性

的
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
カ
ル
マ
的
な

問
題
が
あ
っ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
分
か
っ
た
と
き
に
、
霊
性
学
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
う
い
う
組
織
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
20
年
か
け
て
私
が
日
本
で
や

っ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、�

ひ
と
え
に「
人

が
健
康
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
?
」を
考
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
「
同
種
療
法
」
と

訳
し
ま
す
が
、
人
と
い
う
の
は
体
、
心
、

魂
、
こ
の
三
位
一
体
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
病
気
も
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
病
気
と
い
う

も
の
は
、
症
状
の
抑
圧
、
心
の
抑
圧
、

そ
の
よ
う
な
抑
圧
が
あ
り
ま
す
と
、
未

解
決
な
ま
ま
存
在
し
続
け
る
わ
け
で
す
。

　

病
気
に
は
、
体
の
病
気
、
心
の
病
気
、

魂
の
病
気
、
こ
の
よ
う
な
3
つ
の
病
気

が
あ
り
ま
す
。
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
病
気

の
治
療
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
1
つ
の

手
段
で
は
あ
り
ま
す
。
非
自
己
、
異
物
、

不
自
然
な
も
の
が
自
分
の
中
に
入
っ
て

い
る
、
体
の
中
に
そ
の
よ
う
な
老
廃
物

が
入
っ
て
い
る
、
心
の
中
に
不
自
然
な

考
え
、
魂
の
中
に
不
自
然
な
道
徳
、
こ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、

そ
う
す
る
と
本
当
の
自
分
が
生
き
ら
れ

な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
体
の
中
に
水
銀
や
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
が
予
防
接
種
に
よ
っ
て
入
っ
た
、

農
薬
が
入
っ
た
、
様
々
な
抗
生
物
質
等

が
入
っ
た
、
こ
れ
ら
は
体
の
病
気
で
す

け
ど
も
ね
。
心
の
中
に
未
解
決
な
感
情

が
あ
っ
た
、
泣
き
た
か
っ
た
の
に
男
だ

か
ら
泣
い
て
は
い
け
な
い
と
グ
ッ
と
我

慢
し
た
、
こ
れ
も
悲
し
み
を
出
し
切
れ

て
い
な
い
の
で
未
解
決
の
感
情
で
、
こ

れ
ら
は
心
の
病
気
で
す
。
魂
の
中
で
こ

う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
だ

わ
り
と
姿
勢
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
魂

の
病
気
で
す
。
だ
か
ら
健
康
に
な
る
た

め
に
は
、
体
、
心
、
魂
、
そ
こ
か
ら
異

物
、
非
自
己
、
老
廃
物
を
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

で
は
な
ぜ
そ
れ
ら
を
排
泄
で
き
な
い

の
か
?
異
物
を
異
物
と
認
識
で
き
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
排
泄
で
き
な
い
。
非
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自
己
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
な
い
か

ら
排
泄
で
き
な
い
の
で
す
。
本
来
私
達

は
バ
イ
タ
ル
フ
ォ
ー
ス
と
い
う
自
然
治

癒
力
、
免
疫
力
を
誰
も
が
も
っ
て
い
る

の
で
す
。
け
れ
ど
も
免
疫
力
が
働
か
な

い
よ
う
な
状
態
の
人
が
多
い
の
で
す
。

だ
か
ら
健
康
に
な
る
た
め
に
は
、
異

物
を
異
物
と
認
識
す
る
し
か
な
い
、
非

自
己
を
非
自
己
と
認
識
す
る
し
か
な
い

わ
け
で
す
。
そ
し
て
認
識
さ
せ
る
た
め

に
は
、
今
の
自
分
の
状
態
を
認
識
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
鏡
が
い
る

わ
け
で
す
。
そ
の
鏡
を
前
に
し
て
気
付

く
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

「
あ
な
た
は
今
、
体
の
中
に
農
薬
が

入
っ
て
い
ま
す
よ
。」、「
あ
な
た
は
今
、

心
の
中
に
怒
っ
て
い
る
感
情
、
未
解
決

な
感
情
が
あ
る
よ
。」、「
あ
な
た
は
今
、

魂
の
中
に
優
秀
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
よ
。」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

体
に
農
薬
が
入
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
体
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
体
に
農
薬
が

入
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
に

は
、
認
識
で
き
る
程
の
量
の
農
薬
が
も

う
一
度
、
体
の
中
に
入
ら
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
体
は

認
識
し
、
こ
れ
は
い
け
な
い
と
分
か
り
、

こ
れ
は
農
薬
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。

病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
異
物
も

同
じ
で
、
似
た
よ
う
な
も
の
を
体
に
入

れ
る
こ
と
で
、
異
物
を
正
し
く
異
物
と

認
識
さ
せ
て
、
気
付
か
せ
て
、
自
己
治

癒
力
を
触
発
し
て
、
排
泄
を
促
進
す
る
、

こ
の
よ
う
な
治
療
方
法
を
同
種
療
法（
ホ

メ
オ
パ
シ
ー
）と
い
い
ま
す
。

農
薬
の
例
で
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、

体
に
本
物
の
農
薬
を
入
れ
た
ら
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
薬
を

希
釈
振
盪（
き
し
ゃ
く
し
ん
と
う
）
し

て
、
あ
る
い
は
水
銀
、
D
D
T
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
を
希
釈
振
盪
し
て
、
そ

の
水
を
体
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

あ
た
か
も
そ
れ
ら
の
物
質
が
体
の
中
に

入
っ
た
よ
う
に
体
が
反
応
し
、
熱
を
出

し
た
り
、
湿
疹
を
出
し
た
り
、
下
痢
を

出
し
た
り
し
て
、
異
物
を
押
し
出
し
て

い
く
、
と
い
う
の
が
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の

原
理
で
す
。
希
釈
振
盪
と
は
、
天
文
学

的
に
薄
め
て
、
た
た
く
、
す
な
わ
ち
物

質
の
分
子
が
無
く
な
る
く
ら
い
薄
め
る

が
、
水
の
中
に
そ
の
物
質
の
情
報
を
入

れ
て
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
心
の
異
物
と
し
て
は
未
解

決
な
感
情
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
い

の
に
、
こ
う
で
き
な
か
っ
た
と
か
。
魂

の
異
物
と
し
て
は
、
こ
だ
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
る

た
め
に
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
砂
糖
玉
と

か
、
マ
ザ
ー
チ
ン
ク
チ
ャ
ー
と
い
う
薬

草
種
は
、
ほ
と
ん
ど
毒
か
ら
造
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

2
5
0
年
前
の
ド
イ
ツ
の
医
師
で
あ

っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ー
ネ
マ
ン
さ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
な
生
薬
を
使
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
生
薬
の
害
で
死
ぬ
方

が
多
く
て
、
医
師
に
な
っ
た
の
に
人
を

救
え
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

生
薬
を
ど
ん
ど
ん
薄
め
て
い
っ
た
の
で

す
が
、
薄
め
て
も
薄
め
て
も
効
果
が
あ

っ
た
と
い
う
の
を
、
突
き
詰
め
た
の
が
、

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
療
法
な
の
で
す
。

日
本
の
昔
か
ら
の
民
間
療
法
も
同
種

療
法
と
同
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
風

邪
で
喉
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
と
き
、
ヒ
リ

ヒ
リ
す
る
シ
ョ
ウ
ガ
を
飲
む
、
熱
の
と

き
は
、
布
団
を
沢
山
か
け
て
よ
り
温
め

る
、
鼻
水
や
く
し
ゃ
み
に
は
長
ネ
ギ
を

巻
く
、
な
ど
で
す
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
は
、
量
の
法
則
、

シ
ュ
ル
ツ
の
法
則
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。

「
大
量
に
と
る
と
死
に
至
る
も
の
を
、

微
量
に
と
る
こ
と
で
自
己
治
癒
力
を
触

発
さ
せ
る
。」

秦
の
始
皇
帝
は
長
生
き
の
た
め
、
少

量
の
砒
素
、
水
銀
、
硫
黄
を
と
っ
た
。

東
北
の
人
々
が
病
気
の
と
き
に
、
乾

燥
し
た
ト
リ
カ
ブ
ト
を
食
べ
た
。

し
か
し
、
毒
の
物
質
が
あ
る
限
り
、

微
量
で
も
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
と
い
う
の
は
、
物
質
が
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
体
、
心
、
魂
に
異
物
が

あ
り
ま
す
よ
、
と
認
識
し
て
も
ら
う
だ

け
の
こ
と
で
す
か
ら
、
認
識
し
て
も
ら

え
ば
、
あ
と
は
自
己
治
癒
力
に
ま
か
せ

れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

で
は
安
全
に
認
識
し
て
も
ら
う
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
?��

ま
ず
毒
を
薄

め
る
の
で
す
。
農
薬
で
も
、
水
銀
で
も
、

ト
リ
カ
ブ
ト
で
も
ど
ん
ど
ん
薄
め
て
い

っ
た
ら
、
希
釈
段
階
で
毒
物
が
無
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
効
果
も

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
異
物

が
な
い
と
自
己
認
識
は
で
き
な
い
わ
け
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で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
振
盪
し
て
た
た
く

わ
け
で
す
。
た
た
く
こ
と
で
物
質
の
情

報
は
水
に
保
存
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

磁
気
テ
ー
プ
に
情
報
が
保
存
さ
れ
る
よ

う
に
、
水
に
物
質
の
情
報
が
保
存
さ
れ

て
、
鋳
型
が
残
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
録
音
し
た
と

き
、
こ
の
音
楽
の
磁
気
テ
ー
プ
に
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
1
0
0
人
が
入
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の

演
奏
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
る
の
で

す
。同

じ
よ
う
に
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
、

ト
リ
カ
ブ
ト
の
物
質
が
残
っ
て
い
な
く

て
も
、
そ
の
情
報
が
水
に
残
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
情
報
は
脳
が
キ
ャ
ッ
チ
で

き
る
の
で
す
。
そ
の
情
報
が
入
る
と
、

一
杯
消
化
酵
素
を
出
し
て
、
ト
リ
カ
ブ

ト
の
毒
を
取
ろ
う
と
す
る
勢
い
が
出
て

く
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
、
排
泄
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
症
状
は
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。
熱

で
も
湿
疹
で
も
、
そ
の
症
状
は
老
廃
物

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
有
り
難

い
も
の
で
す
。

振
盪
す
る
（
た
た
く
）
こ
と
に
よ
り
、

情
報
量
が
増
大
し
、
薬
効
の
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
希
釈
振

盪
を
セ
ッ
ト
に
し
て
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
り
、
物
質
を
全
く
含
ま
ず
、
そ
れ
で

い
て
効
力
が
あ
る
「
レ
メ
デ
ィ
ー
」
と

い
う
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
れ

が
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
希
釈
振
盪
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
副
作
用
が
無
い
か
ら
で
す
。

だ
け
ど
物
質
を
含
ま
な
い
か
ら
、
ホ

メ
オ
パ
シ
ー
は
イ
ン
チ
キ
だ
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
私
達
の
体
は
外
か
ら
入
っ

て
く
る
物
質
を
、
物
質
的
な
接
触
に
よ

っ
て
認
識
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
を
介
し
て
、
こ
の
物
質
の
振
動

パ
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち
物
質
の
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
認
識
し
て
い
る
の
で
す
。

私
達
の
体
は
70
%
が
水
で
す
。
物
質

の
情
報
を
体
に
入
れ
る
だ
け
で
、
体
に

変
化
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
レ
メ
デ
ィ
ー
は
体
、
心
、
魂
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
希
釈
振
盪
に
よ
っ
て

潜
在
す
る
薬
効
を
顕
在
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
。
塩
と
い
う
も
の
は

そ
の
ま
ま
で
は
別
に
薬
効
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
希
釈
振
盪
し
て
「
ネ
イ
チ
ュ
ミ

ュ
ア
」
と
い
う
岩
塩
の
レ
メ
デ
ィ
ー
を

つ
く
る
と
、
こ
れ
は
悲
し
み
の
感
情
に

共
鳴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
、
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス

ク
ー
リ
ン
グ
と
欧
州
4
か
国
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
Z
E
N
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
発
表
の
中
で
、
私
が
ホ
メ
オ
パ
ス
と

な
り
日
本
に
帰
国
し
て
ぶ
ち
当
た
っ
た

と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
患
者
は
難
病

が
多
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
日
本
人
の

患
者
は
一
回
治
し
て
も
、
ま
た
2
、
3

年
後
に
戻
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
難
病
の
治
癒
率
が
外
国
人
よ
り
も

低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
日
本
人
は
違
う
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
ま
ず
1
番
に
、
薬
や
ワ

ク
チ
ン
か
ら
く
る
病
気
、
症
状
の
抑
圧

か
ら
来
る
難
病
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

医
原
病
大
国
日
本
に
広
が
る
自
閉
、

多
動
、
発
達
障
害
児
達
に
、
9
種
の
予

防
接
種
を
希
釈
振
盪
し
た
レ
メ
デ
ィ
ー

を
用
い
た
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に

は
救
い
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
子
ど
も
達
が
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
療
法
を
受
け
て
、
か
な
り
改

善
し
て
い
く
映
像
が
紹
介
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
自
閉
、
多
動
、
発
達
障

害
児
達
1
9
0
名
全
員
に
、
9
種
の
予

防
接
種
を
希
釈
振
盪
し
た
レ
メ
デ
ィ
ー

を
使
っ
た
と
こ
ろ
、
治
癒
率
は
85
%
位

あ
り
ま
し
た
。

次
に
難
病
が
多
く
、
ま
た
治
癒
力
が

低
い
理
由
、
再
発
す
る
理
由
と
し
て
、

食
原
病
・
環
境
病
、
す
な
わ
ち
化
学
肥

料
、
F
1
の
種
、
農
薬
、
除
草
剤
の
害
、

ミ
ネ
ラ
ル
不
足
に
よ
る
害
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

※
こ
こ
で
日
本
豊
受
自
然
農
の
6
次
産

業
化
へ
の
取
り
組
み
の
映
像
が
紹
介
さ

れ
る
。

（
内
容
紹
介
）

◎
種　

�

在
来
種
、
固
定
種
の
種
を
使
用
、

種
は
自
家
採
種

◎
栽
培

・
肥
料
：�

ハ
ー
ブ
、
麹
菌
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ブ
ラ
ン
ド

・
殺
虫
：�

植
物
の
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
、

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、

・
自
然
の
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
農
法

◎
加
工　

人
工
食
品
添
加
物
無
添
加

◎
販
売　

�

種
→
栽
培
→
加
工
→
販
売

　
　
　
　

ま
で
自
社
で
行
う

　
　
　
　

流
通
過
程
の
食
品
偽
装
な
し

◎
す
べ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

　

取
り
組
む

◎
残
留
農
薬
の
一
切
無
い
北
海
道
の

　

洞
爺
農
場
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

　

ハ
ー
ブ
を
50
～
60
品
種
栽
培

◎
静
岡
県
の
函
南
農
場
で
は
、
米
、
麦
、
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野
菜
、
大
豆
、
ハ
ー
ブ
な
ど
お
よ
そ

　

1
0
0
品
種
を
栽
培

◎
日
本
豊
受
自
然
農
の
農
作
物
を
気
軽

　

に
食
せ
る
よ
う
に
、
美
味
し
い
加
工

　

食
品
を
製
造
販
売

◎
化
粧
品
も
製
造

◎
竹
を
生
か
し
た
製
品
も
製
造

◎
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
薬
草
栽
培
も
開
始

◎
醤
油
造
り
も
開
始

◎
直
営
シ
ョ
ッ
プ（
東
京
都
用
賀
）や

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
直
接
販
売

◎
豊
受
オ
ー
ガ
ニ
ク
ス
料
理
教
室
で
の

　

啓
蒙

◎
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

　

ク
・
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
で
の
教
育

◎
豊
受
自
然
農
園
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催

������������������������

以
上

次
に
難
病
が
多
い
理
由
を
考
察
し
ま

す
と
、
感
情
の
抑
圧
、
自
己
否
定
感
、

心
の
病
気
（
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
）

が
、
日
本
人
は
特
に
深
刻
だ
と
思
い
ま

す
。泣

き
た
い
の
に
泣
か
な
い
と
か
、
日

本
人
は
我
慢
強
い
の
で
す
が
、
自
分
が

思
っ
た
心
の
願
い
は
そ
れ
な
り
に
叶
え

て
あ
げ
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

こ
の
「
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
」
と

い
う
心
の
病
気
は
、
日
本
人
は
と
て
も

深
刻
だ
な
と
思
い
ま
し
た

こ
の
世
的
価
値
観
か
ら
は
感
情
が
生
じ

る
例
え
ば
、
男
の
子
が
「
愛
さ
れ
る
こ

と
は
善
」
と
い
う
こ
の
世
的
価
値
観
に

い
て
、
弟
が
生
ま
れ
、
母
親
の
愛
情
が

弟
に
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

愛
さ
れ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
（
欲
）

と
、
感
情
の
抑
圧
（
我
慢
）
の
対
立
の

中
で
、
ス
ト
レ
ス
（
苦
）
の
渦
が
生
じ
、

潜
在
意
識
に
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド

（
未
解
決
な
欲
）が
生
ま
れ
る
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

セ
ラ
ピ
ー
を
通
し
て
知
っ
た

神
仏
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
法
則

副
題　

効
果
的
な
神
仏
祈
願
法
を

含
め
て

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

　
（
医
療
法
人 

春
鳳
会

�

橋
本
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

と
き
：
平
成
30
年
11
月
17
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

（
あ
べ
の
ベ
ル
タ
3
階
）ス
タ
ジ
オ

橋
本
和
哉
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
は
し
も
と
内

科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
内
科
、
神

経
内
科
、
漢
方
な
ど
を
専
門
と
し
、
臨

床
に
医
療
ヨ
ガ
や
気
功
を
取
り
入
れ
、

独
自
に
開
発
し
た
気
当
て
診
断
、
天
賜

気
功
に
よ
る
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
処

す
る
な
ど
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
診
療
も

し
て
い
る
。

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専

門
医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法

医
、
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理

事
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
幹
事
、
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学

研
究
会
理
事
。

著
書
に
、「
医
師
が
語
る
霊
障
」（
創

芸
社
）、
医
療
ヨ
ガ
に
関
す
る
本
（
マ

キ
ノ
出
版
）（
春
秋
社
）な
ど
。

講
演
内
容

神
仏
の
お
話
と
言
え
ば
大
抵
は
古
事

記
な
ど
伝
説
を
踏
ま
え
た
歴
史
的
な
話
、

お
陰
話
、
参
拝
の
仕
方
の
話
が
多
い
の

で
す
が
、
実
際
の
神
仏
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
的
な
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
話
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
お
話
は
神
仏
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
こ
の
よ
う
に
セ

ラ
ピ
ー
を
お
願
い
し
た
り
、
祈
願
す
れ

ば
良
い
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。

私
が
神
仏
に
本
当
に
力
が
あ
る
と
感

じ
た
の
は
厄
年
の
頃
か
ら
で
す
。
私
の

厄
年
で
は
、
ご
く
普
通
に
し
て
い
た
の

に
次
々
と
先
方
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
や
が
て
そ
れ
が
厄
年
だ

と
気
づ
き
、
厄
除
け
の
た
め
吾
孫
子
観

音
に
お
参
り
し
た
と
こ
ろ
ピ
タ
ッ
と
ト

ラ
ブ
ル
は
止
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、
神

仏
は
本
当
に
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
神
仏
祈
願
を
し
ま
し

た
が
、
神
仏
の
効
果
を
厄
年
ほ
ど
明
確

に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
29
年
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

で
大
和
先
生
の
神
社
講
座
を
受
け
て
、

神
仏
は
架
空
の
も
の
で
な
く
実
体
験
さ

れ
た
効
果
に
基
づ
き
祈
願
を
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
分
で
も
神
仏
を
研
究
し
ま

し
た
。
薬
を
調
合
す
る
ご
と
く
気
当
て

診
断
で
神
仏
を
目
的
に
応
じ
て
選
び
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
依
頼
す
る

「
神
仏
セ
ラ
ピ
ー
」
を
し
て
み
た
と
こ
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ろ
即
効
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
を
目
の

当
た
り
に
し
、
再
び
神
仏
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祈
願
に
も
神
仏

セ
ラ
ピ
ー
と
同
じ
手
法
で
患
者
さ
ん
に

指
導
し
た
と
こ
ろ
奇
跡
的
な
経
験
を
す

る
方
が
続
出
し
、
さ
ら
に
神
仏
が
本
当

に
お
働
き
頂
け
る
の
だ
と
実
感
し
た
の

で
す
。

神
仏
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
手
法
で
す
が
、

ダ
ウ
ジ
ン
グ
、
O
リ
ン
グ
テ
ス
ト
、
直

感
な
ど
を
使
わ
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
が
、
私（
橋
本
）は
気
当
て
診
断
を
使

い
ま
す
。
気
当
て
診
断
は
、
コ
ウ
モ
リ

が
当
て
た
超
音
波
の
跳
ね
返
り
で
物
を

探
る
よ
う
に
気
を
当
て
て
何
が
あ
る
か

を
探
る
手
法
で
す
。
癌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
身
体
の
こ
と
、
感
情
や
ト
ラ
ウ
マ
、

霊
、
気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
食
材
の
良

し
悪
し
、
相
性
、
な
ど
、
い
ろ
ん
な
分

野
で
応
用
で
き
ま
す
。
講
座
で
は
、
先

ず
は
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
気
を
出

す
練
習
を
し
て
か
ら
気
当
て
診
断
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

次
は
天
空
か
ら
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
寄
せ
る
天
賜
気
功
の
実
習
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
希
望
す
る
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
降
ろ
し
た
い
と
き
天
空
に
向
か
っ
て

希
望
す
る
気
を
意
識
し
な
が
ら
飛
ば
し

ま
す
。
そ
れ
に
共
鳴
し
た
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
降
り
て
来
ま
す
。
練
習
で
は
元
気

に
な
る
気
と
癒
し
の
気
を
降
ろ
し
て
、

そ
の
違
い
を
感
知
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

神
仏
の
解
説
で
は
、
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
見
た
神
仏
を
解
説
し
ま
し
た
。

1
つ
め
は
、
神
仏
が
働
か
れ
る
と
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
で
す
。
こ
の

事
を
認
識
さ
れ
て
い
る
人
は
少
な
い
の

で
す
が
、
働
く
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
の
は
ご
く
当
た
り
前
な
物
理
法
則
で

す
。
問
題
は
神
仏
が
働
か
れ
る
時
、
使

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
や
っ
て
補
給
す

る
の
か
?
で
す
。

こ
の
答
え
は
『
御
成
敗
式
目
』
と
い

う
鎌
倉
幕
府
の
基
本
法
典
に
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
神
は
人
の

敬
に
よ
り
て
威
を
増
し
、
人
は
神
の
徳

に
よ
り
て
運
を
添
ふ
」
と
い
う
言
葉
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
言
う
と
、

神
仏
は
人
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
る
、

つ
ま
り
人
が
神
仏
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
渡

す
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
神
仏
は
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
て
人
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
だ
か
ら
祈
願
の
最
初
に

は
神
仏
が
働
い
て
頂
く
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
渡
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
陰

を
頂
い
た
後
の
お
礼
参
り
と
は
、
神
仏

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
感

謝
し
な
が
ら
働
い
て
頂
い
て
消
費
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
す
る
行
為
で
あ

っ
た
の
で
す
。

2
つ
め
は
、
神
仏
に
も
自
我
が
あ
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
神
仏
に
も
好
み
や

依
頼
を
引
き
受
け
た
い
人
と
嫌
な
人
と

が
い
ま
す
。

神
仏
を
人
間
の
気
持
ち
に
置
き
換
え

る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
。
一
般
に
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
が
急
に
頼
み
に
来
て

も
そ
の
頼
み
を
受
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

神
仏
と
て
同
じ
で
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

人
の
頼
み
は
受
け
入
れ
て
も
ら
い
難
い

で
し
ょ
う
。
大
抵
の
人
は
本
に
載
っ
て

い
る
有
名
所
の
神
仏
の
所
に
行
き
、
相

性
や
そ
の
神
仏
と
の
関
わ
り
な
ど
一
顧

だ
に
し
ま
せ
ん
。
神
仏
か
ら
見
れ
ば
、

知
ら
な
い
人
が
頼
み
に
来
た
な
と
思
わ

れ
る
だ
け
で
す
。

さ
ら
に
神
仏
同
士
の
相
性
も
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
家
に
神
仏
や
そ
の
お
札

を
祀
る
場
合
も
神
仏
同
士
の
相
性
を
検

討
し
て
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
つ
め
は
、
神
仏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
お

役
目
が
あ
り
ま
す
。
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ

ミ
カ
ミ
や
大
日
如
来
に
頼
め
ば
何
で
も

大
丈
夫
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
総
理
大

臣
に
屋
根
瓦
の
修
繕
を
依
頼
で
き
な
い

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
の
分
担
に
適

し
た
神
仏
に
依
頼
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。会

場
で
は
神
仏
が
働
い
て
頂
け
る
こ

と
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
神
仏
を
お

呼
び
し
て
神
仏
セ
ラ
ピ
ー
の
実
習
を
し

ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
希
望
さ
れ
る
方
を
モ
デ

ル
に
し
て
、
人
か
ら
受
け
た
意
識
を
消

す
実
習
で
す
。
人
か
ら
受
け
た
意
識
と

い
う
の
は
、
そ
の
強
い
も
の
は
生
霊
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
ま
で
い
か

な
い
の
が
人
か
ら
受
け
た
感
情
、
意
識

で
、
そ
れ
が
あ
る
と
気
の
巡
り
が
ブ
ロ

ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
平
等
院
鳳
凰
堂
が
出

版
し
て
い
る
雲
中
菩
薩
の
写
真
集
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
本
の
写
真
集
の
菩
薩
さ

ま
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
中
か
ら
お
ひ
と
り

お
呼
び
し
て
、
人
か
ら
受
け
た
感
情
、

意
識
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
っ
て
貰
う
よ

う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

最
初
、
菩
薩
さ
ま
に
お
願
い
し
て
数

秒
で
取
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
残
っ
て
い
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る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
術
者
が
見
落

と
し
た
部
分
は
施
術
し
て
も
残
り
ま
す
。

残
っ
た
と
こ
ろ
も
再
度
、
菩
薩
さ
ま
に

依
頼
す
る
と
直
ぐ
に
改
善
し
ま
し
た
。

神
仏
の
お
働
き
は
想
像
や
架
空
の
も
の

で
は
な
い
と
実
感
し
て
貰
え
た
と
思
い

ま
す
。

そ
の
後
は
、
神
仏
祈
願
で
奇
跡
的
な

お
か
げ
を
頂
い
た
お
話
を
2
つ
紹
介
し

ま
し
た
。
1
つ
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引

っ
越
し
て
来
た
と
こ
ろ
隣
が
暴
力
的
な

人
で
管
理
会
社
も
10
年
間
手
を
焼
い
て

い
ま
し
た
。
引
っ
越
し
た
彼
も
お
隣
さ

ん
が
壁
を
殴
る
音
で
こ
け
て
捻
挫
し
ま

し
た
。
管
理
会
社
に
伝
え
て
も
埒
が
あ

か
ず
で
し
た
。
患
者
さ
ん
が
探
し
て
来

ら
れ
た
高
槻
市
神
峯
山
寺
の
毘
沙
門
天

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
相
性
も
お
役
目
も

バ
ッ
チ
リ
で
し
た
の
で
祈
願
し
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ご
本
人
、

お
隣
さ
ん
、
管
理
会
社
を
交
え
た
三
者

会
議
を
行
う
予
定
が
決
ま
り
、
話
し
合

い
を
し
て
1
週
後
に
は
お
隣
さ
ん
は
出

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
1
つ
は
、
失
踪
し
た
息
子
を
探

す
祈
願
で
し
た
。
こ
の
時
は
、「
日
本

の
神
様�

読
み
解
き
事
典（
柏
書
房
）」か

ら
神
様
を
選
び
ま
し
た
。
少
し
遠
方
で

し
た
が
、
神
奈
川
県
の
左
馬
神
社
だ
け

に
反
応
し
、
そ
こ
に
お
願
い
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
神
社
の
上
で
山
鳩
が
鳴

い
て
い
た
そ
う
で
す
。
ご
両
親
の
懸
命

な
祈
願
後
、
息
子
さ
ん
を
た
ま
た
ま
街

で
見
か
け
、
後
を
付
け
て
住
ん
で
い
る

家
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
そ

の
家
で
息
子
さ
ん
の
写
真
を
撮
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
両
親
の

家
の
外
で
、
妙
に
山
鳩
が
鳴
く
の
で
そ

れ
に
向
か
っ
て
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
翌

日
、
息
子
さ
ん
が
家
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
山
鳩
は
神
の
使
い
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

他
に
も
浄
霊
を
興
福
寺
、
釈
迦
如
来

さ
ま
に
実
際
に
仏
像
を
前
に
依
頼
し
た

話
、
怨
霊
を
依
頼
者
の
近
く
の
地
蔵
菩

薩
さ
ま
と
と
も
に
供
養
祈
願
し
て
克
服

で
き
た
話
、
魔
物
と
の
縁
切
り
を
瑞
光

寺
に
祈
願
し
て
で
き
た
話
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

以
下
に
講
座
で
お
伝
え
し
た
神
仏
祈

願
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
お
き
ま

す
。

1
．
願
い
を
明
確
に
す
る

願
い
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
依
頼
し
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
て
依
頼
す

べ
き
神
仏
は
違
い
ま
す

2
．
神
仏
を
選
ぶ

依
頼
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
、
ど
こ
の

ど
の
神
仏
に
依
頼
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

私
が
仏
様
選
び
に
よ
く
使
う
の
は
、「
仏

像
巡
礼
事
典（
山
川
出
版
社
）」
で
、
神

様
選
び
に
は「
日
本
の
神
様�

読
み
解
き

事
典（
柏
書
房
）」
で
す
。
い
ず
れ
も
文

字
や
写
真
か
ら
気
当
て
で
探
し
ま
す
。

1
0
0
%
依
頼
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

か
?
複
数
の
神
仏
に
依
頼
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す

3
．
神
仏
に
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ

祈
願
に
応
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
感

謝
の
気
持
ち
を
お
渡
し
ま
す

神
仏
に
依
頼
し
て
1
0
0
%
O
K
か

チ
ェ
ッ
ク

4
．
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
た
だ
く
か

神
仏
が
具
体
的
に
ど
う
動
い
て
欲
し

い
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
神
仏
に
伝
え

る5
．
神
仏
に
感
謝

感
謝
の
気
持
ち
、
言
葉
を
唱
え
な
が

ら
、
神
仏
が
あ
り
あ
り
と
動
い
て
く
だ

さ
る
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

終
了
後
、
1
0
0
%
充
分
と
思
え
る

ま
で
神
仏
に
再
度
感
謝
の
気
持
ち
を
送

る6
．
祈
願
後
の
フ
ォ
ロ
ー

神
社
仏
閣
で
の
祈
願
後
は
、
そ
こ
の

写
真
に
向
か
っ
て
感
謝
と
祈
願
を
繰
り

返
す祈

願
の
期
間
や
頻
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
祈
願
を
継
続
す
る
。
時
に
は
再
度
祈

願
に
出
か
け
て

7
．
注
意

神
仏
が
で
き
る
の
は
後
押
し
で
あ
っ

て
、
何
の
努
力
も
し
な
い
と
恩
恵
を
見

逃
し
て
し
ま
う

神
仏
か
ら
の
比
喩
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
助

け
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
ず
に
、
自
分

も
行
動
し
よ
う

前
向
き
な
気
持
ち
、
神
仏
を
敬
う
気

持
ち
等
、
神
仏
に
好
か
れ
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

以
後
は
神
仏
に
関
す
る
四
方
山
話
を

し
ま
し
た
。

私
が
弁
天
様
を
軽
ん
じ
た
扱
い
を
し

て
叱
ら
れ
、
あ
る
時
、
徳
光
院
弁
財
天

の
弁
天
様
か
ら
神
仏
の
上
下
と
は
お
役

目
の
違
い
だ
と
諭
さ
れ
た
話
、
神
社
仏

閣
で
は
人
の
祈
願
は
我
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
の
で
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
そ
れ

を
受
け
る
と
気
分
不
良
に
な
る
こ
と
が

あ
る
話
、
神
仏
は
人
間
の
事
情
が
分
か

ら
ず
、
神
仏
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
動

い
て
い
た
ら
次
第
に
貧
乏
に
な
っ
た
話
、

神
仏
が
あ
る
人
を
シ
ャ
ー
マ
ン
の
道
し

か
歩
め
な
く
さ
せ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
道

か
ら
外
れ
た
ら
巫
病
を
起
こ
す
話
、
事



実
を
元
に
描
か
れ
た「
霊
験
修
法
曼
荼

羅（
朝
日
新
聞
出
版
）」
と
い
う
か
漫
画

か
ら
で
す
が
、
仏
像
の
売
買
に
は
仏
像

の
御
霊
を
抜
い
て
単
な
る
物
と
し
て
販

売
す
る
必
要
が
あ
る
話
や
御
霊
の
あ
る

仏
像
を
拝
ま
な
い
で
い
る
と
仏
様
と
て

怒
る
こ
と
が
あ
る
話
、
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
怖
い
神
仏
の
お
話
も
紹
介
し
ま
し
た
。

3
時
間
く
ら
い
の
講
座
で
し
た
が
、

講
座
の
途
中
か
ら
も
次
々
と
質
問
が
出

ま
し
た
。
司
会
の
和
田
先
生
か
ら
、
講

座
は
早
め
に
し
て
質
問
タ
イ
ム
を
た
く

さ
ん
取
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
あ
り
、
1

時
間
弱
を
質
問
時
間
と
実
習
に
あ
て
ま

し
た
。

質
問
の
例
を
あ
げ
ま
す
。

質
問自

分
で
依
頼
で
き
る
神
仏
を
選
べ
る

か
?

答
え
と
実
習

質
問
し
た
女
性
に
出
て
き
て
頂
き
、

予
め
私
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
る
と
判
定

さ
れ
た
本
か
ら
直
感
で
選
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
ぴ
っ
た
り
と
合
い
、
そ
の
神

仏
に
依
頼
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
即
効

し
ま
し
た
。

質
問何

で
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
創
造
神
に

自
分
の
喉
の
異
常
を
改
善
し
て
も
ら
え

る
か
?

答
え
と
実
習

創
造
神
に
ア
ク
セ
ス
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
渡
し
、
依
頼
で
き
る
か
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
っ
た
が
、
創
造
神
だ
け
で

は
半
分
く
ら
い
の
力
で
困
難
で
他
の
神

仏
に
依
頼
す
る
こ
と
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
神
仏
を
探
し
て
ト
ラ
イ
し
て

頂
い
た
と
こ
ろ
改
善
し
ま
し
た
。

質
問祈

願
者
が
発
し
た
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
充
満
し
て
い
る
神
社
仏
閣
で
は

ど
の
よ
う
に
お
参
り
し
た
ら
良
い
で
す

か
?

答
え神

仏
仏
閣
の
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
離
れ
て
後
方
か
ら
意
識
を
神
仏
に

飛
ば
し
お
参
り
す
れ
ば
良
い
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
質
問
は
あ
り
、
終
始
、

参
加
者
の
熱
い
視
線
を
感
じ
、
私
も
充

実
し
た
ひ
と
時
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
38
名
、
計
52
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

● �●



「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�
氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�
氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、
そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

※
15
頁
に
続
く

●� ●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

3．サイ（気）と素粒子の類似性
量子力学によると、素粒子は波であると共

に粒（物）であるという「相補性」がある。また
「非局所性」があり、一般には「曖昧な波の重
合わせ」の状態で広く拡散しているが、観測

（測定）によって確率的に確定して、粒（物）に
なると言う「観測問題」がある。また時間や空
間の枠組みを超えて繋がっており（相互に影響
しあう）、片方が変化すると、他方は瞬間的に
変化させられる、という「量子絡み合い（QE）」
等の性質がある。

他方、サイ現象出現の実験結果が示すサイ
（気）の性質と素粒子の性質を比較すると、多
くの類似点がある。例えば、「念写（福来1910）
は距離や時間の枠組みを超えて出現するが、
その効果は減衰しない」、「透視・念写は遠距
離でも可能であり、時間の枠組みには拘束さ
れない」は、素粒子の相補性と非局所性で説明
される。「透視や念写にはネガ像（負出力）とポ
ジ像（正出力）がある」は、素粒子の波動関数
が虚数を含み、虚数の2乗が負（−）になること、
つまり波が確率的に粒になる観測問題に関係
があると言える。また「再現性に欠ける点があ
る」は素粒子もサイ（気）も同一である。

以上から、サイと素粒子の性質を比較する
と、両者は相性が良く、類似点の多い事が判る。
他方、ダイオードが発生する電子雑音を制御す
る実験（REG）が1980年代に、ロバート・ジャ
ンらによって実施された（ミクロPK実験）。

出力される電子乱数を意識の働きでプラス
側、又はマイナス側に偏らせようとするもの
で、発生する電子の累積値を図示すると、意
念（PK）の作用により、（+）側、又は（−）側に
偏らせる事ができる。なお、この偏りは周辺に
いる人達の集合意識にも反応している。これ
らから、ミクロPK現象と意識とは繋がってい
るらしい。また量子論には「観測問題」として
意識が介入しているが、これがサイ現象に関
係しているらしい、と考えている。

筆者らのオーブ（たまゆら）の実験結果をみ
ると、たまゆら又はスピリットオーブ（SO）の
出現は、非局所的かつ非連続的であり、ラン
ダムであり、素粒子類似である。また体外に
あるSOと意識とは同調（共振）している、等の
結果が得られている。

4．ゼロ場（ゼロ点）とは
超常現象に関する基盤（材料）の上に陰･陽

の相殺零を、階段的に重ねて行く。零の積算
値が基盤の変換点に達すると、異常現象の諸
変化が生起する事が判明した。サイ（気）現象
の実験結果から判断すると、相殺零場の中の
ゼロ点では、「マクロ現象とミクロ現象」、「意
識と物質」、「通常現象と超常現象」などの変換
が、エネルギー一定条件で実現される様子で
ある。紙数の関係から、これらの詳細は続報
で紹介・報告する予定にさせて戴きます。



1．はじめに
体外にある物質と意識が、既知の方法を使

わないで、相互に作用しあう現象をマクロPK
（念力）、仲介物質をサイ（気）という。また、
サイ（気）は心（意識、無意識）と物質の両方の
性質を持つ情報・エネルギーであると判断さ
れている。他方、念力の現象のある事は古く
から知られていたが、実体は不明であり、如
何なる理論によっても、説明する事は困難で
あった。本稿では、サイ（気）を知る為の初歩
的な検討を行う。

2．放出される物質は何か
中国のchau偉気功師が、練功中（気功）に

体外に放出した放射線は、1～9 eV範囲内に
4.2 eVにピーク値を持つエネルギー分布であ
ると判断された（1986年､ 顧函森）。また、厳
新気功師が、不安定な（中性子を持つ）アメリ
シュウム241｛半減期、458年｝に外気を放射し
たところ、「ネプツニウム239」に変化した。さ
らに原子核の崩壊速度は、（正）側または（負）
側に変化した。一般に崩壊速度は不変である
が、発功・放射によって加速、または減速の
変化が生じた（1987年、陸祖蔭）。

スウェーデン人H.Forwardが米国Duke大
学で1950年代に行ったサイコロ投下のマクロ
PKテスト（念じながら落ちる場所を決める）の
結果によると、サイ（気）は、サイコロの表面
の材料の原子の中の原子核に作用して、不安
定な中性子からエネルギーを得ていると判断
した。つまり、サイ（気）は生体から放射され
る放射線に関係がある様子である。

日本念写協会の宮内力、福田豊は念写実験
用の暗函内に、光子群（念球）のパルス状の発

生を認めた（清田益章少年、1975）。また日本
サイ科学会の佐々木茂美、小川雄二は、ノイ
ズとしての室内光と室内電磁波を遮断した暗
缶内に発生させたパルス状光子群（念球）の物
理的な諸特性を調べた（1976）。これらから、
発功時の清田益章師（超能力者）の皮膚から
は、パルス状光子群（縦波・テスラ波）の放出
がある、と判断する事ができた。

東洋の伝統医学によれば、人体は祖大身（肉
体など）と素粒子状の微細身（陰・陽のサイ、
気）から構成されている。気功師の発功時に放
出される微細身は、陰・陽が互いに引き合っ
て太極図状のサイ・スピン対（素粒子状）にな
る。このスピン対は指紋、DNA、オーラ等と
同様に人の生死、年齢、男女、種族などの区
別はなく、ひとの背後空間に広く分布してい
る。空気中の陰・陽のイオンスピン対からなる
オーブに、太極図状のサイ・スピン対を加算
させたものを、スピリット・オーブ（SO）と呼
ぶ。またSOの表面には特徴のある模様（表情）
がある。この模様は、撮影時の撮影者の意識
とSOとの共振（同調）によって決められる。

つまり、撮影された1枚の写真には、ほぼ同
一の模様（表情）のSOが写されてくる。他方、
この模様を複雑性科学のカオス解析によって
調べたところ、オーブ模様のフラクタル数は
D=1.9～2.3である。これからD個のチャクラ（皮
膚）が作動して（駆動力になる）模様を画いて
いると、推定された。他方、SO（動画、静止画）
は、条件を選べば（温度､ 湿度など）、約1/3
の割合で出現してくる。つまり再現性がある
事が判った。

サイ（気）による意念と物質の相互作用
（サイは素粒子に類似している）

サイ（気）による意念と物質の相互作用
（サイは素粒子に類似している）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　茂美

● �●



拡大して現れてくる図は、係数 k と拡大する
位置により異なります。概して回転がメインテー
マとなる図形のように見えます。発散する点と
しない点が隣り合わせており、それが故にいく
ら拡大しても美しい図が現れます。論理の世界
における究極の美を畳みこむメカニズムを垣間
見た感じです。係数 k が整数でないとき、ある
位置で現れる図形からは無機質な感触の不思議
さを感じさせられます。

我々が普通に経験することは連続な事象であ
り、あることが起きればその近くでは似たもの

が起きるであろうと理性で信じかつ情緒的にこ
れを実感しています。すなわち、因果関係は連
続的であり、これがゆえに安心していられまし
た。

ところがいま、そうでない世界もあることを具
体的に目で見てしまいました。ギリシャのむか
し、無理数を発見したとき彼らはある種の不安
を感じたことが想像されます。マンデルブロー
の図を見て、それと似たような落ち着きのなさ
と驚きを筆者は感じてしまいました。

z = z 2.3+ c の細部展開図
係数 k が整数でないとき、図は無機質の幾何学的なものになります。
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ますが、精度の問題を技術的にクリアすればい
くらでも深く微小部分の形状を見ることができ
ます。

細部展開
並んだ図は、続く図が前の視覚で囲った部分

を拡大したものです。

czz 2

z = z 7+ c の細部展開図

z = z 4+ c の細部展開図

z = z 2+ c の細部展開図
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つぎに、型をつぎに絞ってマンデルブロー集合
の詳論に入りましょう。

■ z = z k + c の型

複素平面において、z = z k + c（k は正の実数）
を、z = 0 からN回繰り返し発散しないとき c に
点を打つとします。指定範囲の複素平面上の点
c をすべて調べ、打点された集合をマンデルブ
ロー集合といいます。

通常 k = 2 の場合が扱われます。この場合、
集合はお馴染みの次のようなものです。

k が整数のときは、z の k 乗の値ははっきりと
定義されます。しかし k が整数でないとき、z k

の値は多くの可能性が生じるのでその主値をと
ることにします。k が実数のとき、得られる図は
下に示すように奇妙にゆがんだものになります。

　これは、k が実数であることに伴う偏角計算
の手順から生じる現象です。
　マンデルブロー集合の部分ごとの形状は、k

の値と部分の位置により形が非常に異なります。
特定の位置の近辺では、基礎となる図の形は同
じようなものとなり、それが近傍の小さい部分
に繰り返し（再帰的に）たたみ込まれているよう
に見えます。

k が整数のときは、図の形は調和的で曲線的
です。しかし k が整数でなくなると、場所によっ
ては直線的・幾何的なものになります。いずれ
の場合も小さい部分を拡大すればそこに新しい
形が現れ、場所により何が現れるかは予想がで
きません。

設定する次数 k と拡大する位置により現れる
マンデルブロー集合図が予測できないという性
質を利用して、新しい図形を取り出すシステム
を作りました。以下は次数 k を与えて集合を創
り出し、その形状を見ながら部分を任意に指定
して拡大し、これを再帰的に繰り返して新しい
集合を捜す手順を示すものです。コンピュータ
の数値の精度により拡大し得る深さが制限され

●� ●
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最近、理が創り出す美というテーマで、理論
的に表現される形の持つ美について研究してい
ます。簡単な構造で創り出され、非常に奥深い
この世の原理とも関連するものを感じるものに
マンデルブロー集合があります。この項は、読
者が複素数の初期的な知識を持っていれば都合
がよいのですが、なくても、マンデルブロー集
合とはある繰り返し規則から発生する図形と理
解して創り出される図をご覧になり、その不思
議さを感じとっていただければ十分です。

では、正式な説明に移りましょう。
複素平面上において c および z を複素数とし

て、複素関数 f の繰り返し計算
　　　　 z = f ( z,c )

を行います。z の初期値は z = 0とします。決め
られた回数の繰り返しの結果 z は発散するかし
ないかのどちらかですが、それは c によります。
繰り返し計算が発散しない点 c の集合を求めた
い。ここで、関数 f の型を、
　　　　 f ( z,c ) = z k + c

すなわち、
　　　　 z = z k + c

としたのがマンデルブロー集合です。通常
k = 2 の場合を扱うことが多いのですが、ここで
はこの条件を外し k は任意の実数とします。

基本の z = z k + c について、一般的な計算方
法を考えましょう。

いま右辺の z の値が分かっているとします。
それを極座標で表して、

　　　　 z =re iθ

としましょう。すると z kは、
　 z k = (re iθ ) k = rk e ikθ= r k (cos(kθ ) + isin(kθ ))

これで、z kの実部と虚部の値が分かります。
c は任意に指定した複素平面上の1点でその

実部と虚部はわかっているから、z k + c の計算
は各々の実部と虚部を足して求められます。

すなわち、左辺の z の実部と虚部の値が分か
り、これが次の z となります。この z を極座標
で表して、また次の繰り返し計算 ( z k + c ) をし
新しい z を求めます。繰り返しとは、このような
計算を行うことです。

このような極座標方式で複素計算を行えば、
k を整数とする制限が消え k を実数の範囲に拡
張できます。k が実数のときは、それが整数の
場合に保たれていた好ましい性質の一部がなく
なり、対応する集合図は整数から離れる分だけ
奇妙にゆがんだものになります。

繰り返し計算の経過を視覚化しておきましょ
う。

次の図は、z = z 2+ c として、出発点 c を3点
（A,�B,�C）とり z = 0 からの繰り返し計算の結果
における z の軌跡を視覚化したものです。繰り
返し計算が発散するかしないかの状況がよく分
かります。
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